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令和８年６月29日（月）に岡山労働局助成金センターを
開設しました！
令和８年度業務改善助成金のご案内
夏のリフレッシュが次の成果につながる
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ストレスチェック
　  導入支援パッケージ
ストレスチェック
　  導入支援パッケージ

50人未満の事業場でもストレスチェックが義務化されます！

【プログラム内容（全３回パッケージ）】

＊ご希望に応じて下記の支援を追加できます

お問い合わせ・ご相談窓口
ご利用は無料です

初めてでも安心。ストレスチェック導入をゼロからサポートします。
制度説明から体制づくりまで、専門家が段階的に支援します。
　※ストレスチェックの実施自体を請け負う支援ではありません。

制度説明
担当者向け

ラインケア教育
管理監督者対象

セルフケア教育
全労働者対象

導入支援
担当者向け

01 02 03

・ストレスチェック制度の基本
・実施義務と対象
・実施の流れ
・個人情報の取り扱い
・さんぽセンターの支援について

・メンタルヘルスの基礎知識
・ストレスとは何か？
・ストレスサインの気づき
・ストレス対処法（セルフケア）
・相談行動の重要性について

・実施体制の整備
・実施スケジュールの作成
・外部委託方法と注意点
・面接指導の流れ
・集団分析の活用

・ラインケアの役割
・部下への声かけ・対応
・ストレスチェック結果の活用

・部下の不調の早期発見
・相談先へのつなぎ方
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メンタルヘルス対策のための

　　   個別訪問支援
メンタルヘルス対策のための

　　   個別訪問支援

ご利用は

無料
職場のメンタルヘルス対策について「事業場内の体制を整えたい」
「何から始めればいいのかわからない」などお困りごとについても
お気軽にご相談ください。

●管理監督者向け教育（ラインケア）

まずはご相談を！

お申し込みはこちらから！
岡山産業保健総合支援センターのホームページへ
https://okayamas.johas.go.jp/mental-health/stress-check/

　管理職によるラインケアは、働きやすい職
場づくりに欠かせません！部下の変化の気づ
き方や声掛けのポイント、相談対応の基本な
どについてわかりやすく学べます。

　職場のメンタルヘルス対策を継
続的に進めるために、方針づくり
や担当者の役割、教育・相談体制
の整備などを盛り込んだ「心の健
康づくり計画」の作成をお手伝い
します。

　心の健康問題による休業からの復職を円
滑に進めるために、きちんと手順を作って
おきましょう。

　ストレスチェックは労働者自身のストレスへの気づきを促す
だけではなく、その後の職場環境の改善にもつながります。

　50人未満の事業場もストレスチェックが義務化されますの
で、アドバイスを受けながら計画的に導入しませんか。

例えば・・・
＊休業開始時に伝えたいことをまとめた   
 「休業のご案内」の作成
＊療養中に使用する生活記録票や各種式　
の準備
＊職場復帰の可否の判定基準　など

●若年者向け教育（セルフケア）
　ストレスに早く気づき、心と体の健康を守
るためにはセルフケアが大切です。ストレス
との上手な付き合い方や、心身の不調の対処
法についてお伝えします。

※詳細はP4をご参照ください※

ぜひご活用ください。

健康経営の推進に

メンタルヘルス教育 職場復帰支援プログラム

心の健康づくり計画ストレスチェック
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労働安全衛生法に基づく各種健康診断を受診いただけます。
●定期　●雇入れ時　●海外派遣時　
●特定業務従事者　●深夜業務従事者　など

(一社)岡山県労働基準協会  労働衛生センターでは
健康診断や作業環境測定・産業保健活動サービスを実施しています
(一社)岡山県労働基準協会  労働衛生センターでは
健康診断や作業環境測定・産業保健活動サービスを実施しています

一般健康診断
労働安全衛生法に基づく各種作業環境測定を実施いただけます。
●粉じん　●特定化学物質　●金属　●有機溶剤　●騒音　など

作業環境測定

健康支援活動を行っています。
●産業医　●保健指導　
●健康教育　●ストレスチェック

産業保健活動

対象となる特定の業務に従事している労働者に対し実施する健康診断です。
●VDT　●騒音　●腰痛　●振動　など

行政指導による健康診断

一般健診とは別に、有害業務に従事する労働者は業務内容に
応じた健康診断を受診する必要があります。
これらの健康診断を総称して、特殊健康診断といいます。
●じん肺　●有機溶剤　●鉛　●特定化学物質　など

特殊健康診断

◉ご不明な点がございましたら、
　労働衛生センター（TEL 086-281-4500  FAX 086-282-6548）までお気軽にお問合せ下さい。

毎週火曜日と木曜日10時から16時
（12：00～13：00を除く）

TEL（086）225-4538

労働問題相談日のお知らせ

会員の皆様方の労働問題に関するあらゆるご相談に応じます。
お気軽にご相談下さい。

※上記以外の日程
　または来所の方は、
　事前にご連絡下さい。

暑中お見舞い申し上げます

代表取締役社長

笠岡工場
〒714－0006
岡山県笠岡市みの越13番
TEL（0865）62－6111（代）  FAX（0865）62－6600
http://www.sanyofoods.jp/

佐々木　正信

ヒルタ工業株式会社
晝　田　眞　三代表 取 締 役

会 長

小　田　崇　之代表 取 締 役
社 長
笠岡（本社）工場
〒714-0062　岡山県笠岡市茂平1410
TEL（0865）66-3700（代）　FAX（0865）66-2888
http://www.hiruta-kogyo.co.jp

本　社　　岡山市南区山田２１１７─３
　　　　　　　TEL 086─281─1011

事業所  総社工場  九州工場（福岡県鞍手郡）
URL:https://www.ichii-ind.com/

代表取締役社長 井　川　秀　樹

代表取締役社長 須江健治

岡山事業所
〒704-8126 岡山市東区西大寺浜910
Tel.（086）943-2934　Fax.（086）943-4787

〒

フェニテックセミコンダクター株式会社
代表取締役社長　石　井　弘　幸

〒715－8602  岡山県井原市木之子町6833番地
TEL（0866）62-4121　FAX（0866）63-2866

https://www.phenitec.co.jp/
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第39回 岡山県ゼロ災運動研究集会開催のご案内第39回 岡山県ゼロ災運動研究集会開催のご案内
事　　業　　者　　殿

一般社団法人岡山県労働基準協会
安 全 衛 生 委 員 会

https://www.olsa.or.jp

１．日　　時 　令和８年８月26日（水）
　　　　　　　　 13：30～16：00（受付13：00～）

２．会　　場 　水島愛あいサロン コミュニティフロア
　　　　　　　　　　　　　（倉敷市水島東千鳥町１－50）

３．参 加 費　１名　2,200円（資料代、消費税込）

４．対 象 者　事業場の安全衛生担当者、管理・監督者、
　　　　　　　　 グループリーダー　等

５．定 　 員　200名

記

　各事業者におかれましては、「ゼロ災害、ゼロ疾病」をめざして日夜ご努力をいただいているところであります。
　当協会では、今年度も各企業におきますゼロ災活動を積極的にバックアップするため標記研究集会を企画いた
しました。多数の方のご参加を心よりお待ちいたしております。

 
 

時　　間 講　　師　　等

１３：３０

１３：35～１3：55
開会あいさつ
ゼロ災コール

講演
「最近の労働安全衛生行政から」

岡山労働局 労働基準部
　健康安全課長　田　渕　英　二 氏

１３：55～１4：15 事例発表
「熱中症防止改善」

日本磁力選鉱㈱
　鉄鋼生産部 倉敷工場　
　　　　　　　　長　木　友　宏 氏

１４：15～１４：25 休　　　　憩

１４：25～１5：5５ 特別講演
「高年齢労働者と自律的安全管理」
　～リスクアセスメントで考えるこれからの職場～

労働安全コンサルタント
技術士事務所 ALEITA
　　　　　代表　福　井　剛　史 氏

安全衛生委員会　委員

１６：0０ 閉会あいさつ 安全衛生委員会　委員

令和８年 年間標語 危険の芽　摘んで安全　咲く笑顔

テ　　ー　　マ
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第39回　岡山県ゼロ災運動研究集会　参加申込書
（様式） ＊4010

６．申込方法　①インターネット申込
　　　　　　　　　当協会ホームページからお申し込みください。
　　　　　　　　 ②窓口・FAX申込
　　　　　　　　　参加申込書に必要事項をご記入のうえ、各支部へお申し込みください。

７．そ の 他 　 受付の後、振込み等の確認ができましたら、受講票を発行いたします。
　　　　　　　　　キャンセルの場合、集会前日までにご連絡があった場合に限り、事務手数料1,100円＋振込
　　　　　　　　　手数料を差し引いて返金いたします。事前にご連絡がなく、集会当日に欠席の場合は参加費
　　　　　　　　　の返金はいたしません。

８．窓口申込先　 一般社団法人岡山県労働基準協会　各支部

※申込書に記入された氏名等の個人情報は、当協会が責任をもって保管・管理し、本集会の的確な実施のためにのみ使用します。

氏　　名　（フリガナ）※受付 氏　　名　（フリガナ）※受付

事 業 所 名
（フリガナ）

所　在　地

ご 連 絡 先

ご 担 当 者
職　氏　名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〒　　　　－
　　　　　　都道　　　　　　市　　　　　　
　　　　　　府県　　　　　　郡　　　　　　区

ＴＥＬ（　　　　）　　　　　－　　　　　　　　　ＦＡＸ（　　　　）　　　　　－
メール

支

　払

　方

　法

参加費　　　名分　　　　円

　　　を　　　月　　　日に

①下記口座へ振込

　　中国銀行　富田町支店

　　普通　１６１３３８１

　　一般社団法人

　　　　岡山県労働基準協会

②窓口へ持参
※※集会当日はご遠慮ください※※

支　部　名

岡 山 支 部

倉 敷 支 部

玉 野 支 部

児 島 支 部

津 山 支 部

北 部 教 習 所

笠 岡 支 部

和 気 支 部

新 見 支 部

安 全 衛 生 会 館

ＴＥＬ番号

（０８６）２２１－２１６０

（０８６）４２２－６２３０

（０８６３）２１－２３４９

（０８６）４７３－１８１１

（０８６８）３２－８６７７

（０８６５）６３－３７１８

（０８６９）９２－０８７６

（０８６７）７２－０３３８

（０８６）２８２－６５３２

ＦＡＸ番号

（０８６）２２７－１０４７

（０８６）４２６－６５２１

（０８６３）２１－３３３４

（０８６）４７３－１８７０

（０８６８）３２－８６４４

（０８６５）６３－３７３５

（０８６９）９２－０８９９

（０８６７）７２－０３１７

（０８６）２８２－６５０６

所　　在　　地

〒700-0984　岡山市北区桑田町１５－２８ 

〒710-0047　倉敷市大島４０７－１ 

〒706-0002　玉野市築港３－１－１５ 

〒711-0921　倉敷市児島駅前１－１００ 

〒708-0015　津山市神戸５７４－１０ 

〒714-0085　笠岡市四番町５－１８ 

〒709-0441　和気郡和気町衣笠９５４－１ 

〒718-0011　新見市新見８１１－１ 

〒701-0202　岡山市南区山田２３１５－４
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暑中お見舞い申し上げます

 岡  山  工  場
〒705- 8615 岡山県備前市東片上88

常務取締役工場長　有馬　慎弥

本社／〒7 0 9 - 0 6 2 5
　　　岡山市東区上道北方 6 8 8 - 1
　　　T E L （ 0 8 6 ） 2 7 9 - 5 1 1 1
　　　F A X（ 0 8 6 ） 2 7 9 - 3 1 0 7

税理士

〒700-0983　岡山市北区東島田町1丁目2番5号
TEL：086－231－1227

武　田　育　男
たけ だ おやす

代表弁護士　近藤　弦之介　代表弁護士　藤原　健補
代表弁護士　馬場　幸三　　代表弁護士　谷口　怜司
代表弁護士　山本　愛子

　岡山労働基準監督署管内（玉野市を除く。）のプレス機械設置事業所を
会員とする岡山地区プレス災害防止協議会は、６月26日（金）に総会を実
施しました。
　総会では、（1）令和７年度事業実施状況及び収支決算報告、（2）役員
選出、（3）令和８年度事業計画及び収支予算、（4）プレス災害防止協議
会規約の改正及び今後の会運営方針について協議が行われ、慎重な審議の
結果、すべての議事について承認が得られました。
　今回の総会の中で最も注目すべき点は、対象をプレス機械設置事業場か
ら金属加工機械設置事業場へ拡大することを審議にかけ、了承を得たこと
にあります。

　プレス機械を稼働させている事業場は徐々に減少しており、会員数の経
年的な減少など、当協議会の活動にも次第にマイナスの影響を及ぼしつつ
ある課題でした。
　プレス機械を設置していない機械・金属加工の現場でも労働災害防止の
手法は通じるものがあることから、今回の規約改定は今後の協議会全体の
活動の活発化につながることが期待されます。
　令和８年度も「危険体感訓練施設の実施見学」、「労基署の随行による
相互安全パトロール」など、引き続き活発に活動することが申し合わされ
ました。岡山県労働基準協会岡山支部では、関係業種の会員の皆さまに、
本協議会への加入を募っています。

岡山地区プレス・金属加工業災害防止協議会活動報告

労働基準監督署担当官の随行による
安全パトロール風景の例

令和７年度優良事業場見学会の様子
（島根県雲南市）
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参加費

無料
参加費

無料
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参加費

無料
参加費

無料
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堀田医師の特別講演の様子

徳弘医師の特別講演の様子
STOP !

in 津山

熱中症STOP !

in 津山

熱中症

クールワークキャンペーン推進大会クールワークキャンペーン推進大会

STOP！熱中症
クールワークキャンペーン推進大会を

開催しました

STOP！熱中症
クールワークキャンペーン推進大会を

開催しました

STOP！熱中症
クールワークキャンペーン推進大会を

開催しました
　岡山労働局・津山労働基準監督署は、本格的な暑熱期を迎えるにあたり、広く県内の事業者に熱中症
への注意喚起を図るとともに、各職場での熱中症予防対策への取組機運をよりいっそう高めることを
目的として、岡山県労働基準協会、岡山産業保健総合支援センターとの共催により、「STOP！熱中
症　クールワークキャンペーン推進大会」を開催しました。
　同大会は例年は県南地域のみの開催でしたが、今年度は岡山県北の会場を加えての開催となります。

　熱中症を原因とする休業4日以上の労働災害は年々増加しており、令和7年は年間1803件と過去最多
となりました。各企業におかれましては、その取組みの重要性を改めてご理解いただき、年々更新され
酷暑とも称される暑さに対して、熱中症対策のアップデートを進めていただくようお願いいたします。

職場の熱中症予防対策に
関する情報はこちらから

　岡山会場では（株）堀田の堀田敏弘医師から「熱中症
「おせっかい」のすすめ～人事労務が踏み込むべき、
一歩先の現場管理～」と題して特別講演を行っていた
だいたほか、（株）三井E&S様より企業における熱中症
対策の取組事例について発表いただきました。

6/5（金）日時 おかやま西川原プラザ場所

　津山会場では三菱自動車工業（株） 水島製作所 専属
産業医の徳弘雅哉医師から「専属産業医が勧める熱中症
対策」と題して特別講演を行っていただいたほか、銘建
工業（株）様より企業における熱中症対策の取組事例に
ついて発表いただきました。

6/8（月）日時 グリーンヒルズ津山場所

県北
初開催！

STOP !  熱中症
クールワークキャンペーン推進大会

その暑さ、事故になる前に！！

STOP !  熱中症
クールワークキャンペーン推進大会

その暑さ、事故になる前に！！

STOP !  熱中症
クールワークキャンペーン推進大会

その暑さ、事故になる前に！！
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　 佐 藤 　 明 士

　「金は命より重い……！」、様々な名言が生まれた
「賭博黙示録カイジ」（福本伸行著）の中でも、多くの
読者・視聴者の心を掴んだ主人公の宿敵利根川幸雄の
言葉です。
　単身赴任を始めて早10年、相当な時間を趣味・遊興
に費やす中で、最近のコンテンツに限らず、懐かしいア
ニメやドラマの配信を見返すことも多くなりました。
　定職に就かず自堕落な生活を送る主人公カイジは、
知人の借金の連帯保証人にされたことを機に莫大な借
金を背負います。現状を打破するため、怪しげなギャ
ンブル船に乗り込み、その後、同様の境遇に置かれた
多数の参加者と命がけの様々なギャンブルに挑んでい
きます。その中で、ギャンブルを主宰する「帝愛グルー
プ」幹部の利根川幸雄が、何の努力も積み上げてきて
いないにも関わらず短時間で安直に大金を得ようとす
る参加者に投げかけたのが冒頭の言葉です。
　この言葉の一般的解釈は、命が何より最優先という
建前に対し、現実には金がないと衣食住を賄う＝命を
守れない、そして資本主義社会では、労働者が自らの

時間・体力・健康・精神＝「命の一部」を削ることで得
た賃金で命を維持し、それをさらに労働に投入する、
命と交換して手に入れる金は額面次第で命より重いと
いうものです。
　現実社会では、自分や自分にとってかけがえのない
人を救うためであれば、全財産を投じても惜しくない、
命は金に替えがたいと考える人が大半ですが、一方
で、難病を抱える子供の渡航手術や国際機関を通じた
ワクチンへの募金のように、自身から遠い存在になるほ
ど、その命に費消できる金額は変わります。
　我々労働基準行政の使命は、安心して安全・健康に
働くことができる職場を作る＝「働く人の命を守る」こ
とです。職場では、作業者に危険を伴う安全管理の
ルール違反、健康を害するような過重労働、対価のな
い賃金不払残業は、する側もさせる側も、そして看過す
る人も、命の価値を低く見積もる・費消する行為に他な
らないものです。最近では若者が闇バイトに応募して
行う犯罪も同様に、自分と他人の命の価値を低く扱う
行為と言えるでしょう。
　日々の業務で見過ごされがちな小さなリスクや負担
も、積み重なれば確実に命の価値をすり減らしていく、
職場環境をより良いものに…とか考えつつも定時に退
庁し、その後の自由時間を悠々自適に、もとい享楽的に
費消する自分もまた、命の価値を高く見積もっていると
は言えないのかもしれません。

「減り続けるもの」

岡山労働局
労働基準部長

　年次有給休暇を取得しやすい環境づく
りに取りくみましょう。
　働き方・休み方の改善を継続的に行う
ためには、計画的な業務運営や休暇の分
散化に有効な年次有給休暇の計画的付
与制度（※１）や、労働者の様々な事情に
応じた柔軟な働き方・休み方に繋がる時
間単位の年次有給休暇（※２）の活用が効
果的です。
　労使一体となって年次有給休暇を上手
に活用するために、この夏に向けて導入
してみてはいかがでしょうか。
（※１）年次有給休暇の付与日数のうち、５日を除いた残りの日数については、労使協定を締結すれば計画的に取得日を
割り振ることができる制度です。
（※２）年次有給休暇の付与は原則１日単位ですが、労使協定を締結すれば年５日の範囲内で時間単位の取得が可能です。

夏のリフレッシュが
　　次の成果へつながる
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労働安全衛生関係

免許試験日程

2026年８月から10月までの間に
当センターで実施する学科試験の
日程は、右記のとおりです。

また、受験資格等については、
中国四国安全衛生技術センター
〒721-0955　広島県福山市新涯町2-29-36

    ☎ 084－954－4661に照会して下さい。
インターネットアドレス　　　　　　　　　　
https://www.chushi.exam.or.jp/

試　  験　  の　  種　  類

特 級 ボ イ ラ ー 技 士
一 級 ボ イ ラ ー 技 士
二 級 ボ イ ラ ー 技 士
特 別 ボ イ ラ ー 溶 接 士
普 通 ボ イ ラ ー 溶 接 士
ボ イ ラ ー 整 備 士

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士
揚 貨 装 置 運 転 士
発 破 技 士
ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者
林 業 架 線 作 業 主 任 者
第 一 種 衛 生 管 理 者
第 二 種 衛 生 管 理 者
高 圧 室 内 作 業 主 任 者
エ ッ ク ス 線 作 業 主 任 者
ガンマ線透過写真撮影作業主任者
潜 水 士

限 定 な し
ク レ ー ン 限 定
床 上 運 転 式 限 定
限定免許解除試験

クレーン・
デ リ ッ ク
運 転 士

10月
26

14

2
7
7
7
7

1

6・29
6・29

5
25
25

12
12

26
26

９月８月

3
28

9
9

2

8
8

15

24

★には、更に実技試験があります。
2026年

★
★

★

★
★

2026年５月分 
新型コロナウイルス感染症り患による
労働災害発生状況

休業4日以上
（速報値）

第三次産業
21人（－178）

合計
21人

（－178）

2026年（令和８年）労働災害発生状況

鉱業
0人
（－3）

建設業
2人（±0）

その他
11人（＋2）

第三次産業
   364人（＋29）　

死　傷　災　害
（休業4日以上の死傷災害）

5月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

死　亡　災　害
5月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

林業
12人（＋3）

製造業
2人（－2）

製造業
201人（＋9）

建設業
65人（－9）

運輸交通業
129人（＋17）

運輸交通業
 1人（±0）

その他の業種
  0人（－1）

貨物取扱業 7人（－1）

交通事故
1人（±0）

墜落・転落
3人（±0）

激突され
 1人（＋1）

はさまれ・
巻き込まれ
 0人（－4） 事故の

型　別
5人
（－3）

令和８年死亡災害発生状況
番号 業　　種 災害発生月  発生時間帯 事故の型 起因物 災　害　発　生　状　況 備考

４ 建設業 令和8年
3月 14時台 墜落・転落

（２ｍ以上） 屋根、はり、もや、けた、合掌
工場のスレート屋根補修工事で、屋根上で墜落制止用器具を使用するための親
綱付け替え作業中、スレートを踏み抜き、約30m墜落した。

５ 紙・パルプ
製造業

令和8年
5月 11時台 墜落・転落

（２ｍ以上） 屋根、はり、もや、けた、合掌
工場の屋根上に隣地の立木の枝がかかっていたため、屋根上に上がって枝を切っていた
際、明り取り用の波板を踏み抜いて約６m墜落したもの。

岡山労働局 （令和８年５月末現在）

（注）令和８年１月１日から令和８年５月末日までに発生した労働災害で、令和８年５月末日までに労働基準監督署に報告のあったもの。

木建6人（±0）

業種別
5人
（－3）

全産業
789人
（＋47）

（　）14 ─ 岡山労働基準弘報─第３種郵便物認可 ８.７. 15


